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システム構成例
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AC 100-240 V



配線



フォトセンサ

X4

サーボアンプ A6N

DC24 V

4.7k

1k

6

10

I-COM

SI5
(HOME)

PM-T45
(NPNトランジスタ出力)

Out1: 入光時ON
Out2: 遮光時ON

Vf

Ic = (Vdd - Vf) / R

Vddが24 Vの時、 Icは約 5 mA

Vf = 約1.2 V

Ic

Vdd

(): 出荷設定

R
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LED
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サーボアンプ A6N

10

10

DC24 V Vce (sat) = 約 1.2 V max
Ic = 50 mA max

X4

SO3+
(ALM+)

SO3-
(ALM-)

SO1+
(BRK-OFF+)

SO1-
(BRK-OFF-)

(): 出荷設定

SO2+
(EX-OUT1+)

SO2-
(EX-OUT1-)
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25

26
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SO1

SO2

SO3

3.3k

3.3k

3.3k

Vf

Vce

R

Ic = (Vdd - Vf - Vce) / R
W = Ic^2 x R

Vdd Ic

アラーム発生時にトランジスタOFF

ブレーキ開放時にトランジスタON

注: RのW数は十分なマージンが必要。

6



リレーを接続する場合

サーボアンプ A6N

10

DC24 V X4

SOx+

SOx-

ダイオードが不可欠
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ノイズ対策

U
V
W

E

モータケーブル

モータ線U, V, Wにフェライトコアを装着

フェライトコア: ZCAT3035-1330 by TDK
(DV0P1460)

アース線は外す

筐体の背面を接地された金属フレームに密着固定。
金属フレームの表面は塗装せずに、導電性メッキ等で処理。

PWM輻射ノイズの
低減

フレームグランド
電位の安定化
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上位コントローラのプログラミング



制御ブロック図とツール
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HMIの設定（GTWIN）
画面およびPLC内メモリとの対応等を設定

START スイッチ の設定例
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PLCプログラミング1（FPWIN GR7）
サーボON/OFF

サーボON
要求

サーボOFF
要求

サーボON/OFF Switch
(オルタネイトモード)

立ち
上がり
微分

立ち下がり微分

time立ち上がり微分

input

output

1スキャン
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PLCプログラミング2（FPWIN GR7）

位置決めテーブルNo.を指定して起動

テーブル#10軸#1

起動

Start Switch

再起動要求

動作許可

立ち上がり
微分

動作許可

動作許可
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位置決めパラメータ（Configurator PM7）
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位置決めテーブル（Configurator PM7）

テーブル#
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モーションプロファイルの例
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目標速度
1000 kp/s 

(6000 r/min)

加速
25 ms

減速
25 ms

速度

時間

8,388,608 (23 bit)

10,000
電子ギア:

(Pr0.08 = 0, Pr 0.09 = 0, Pr 0.10 = 10000) 

サーボA6Nのパラメータ設定:

ドウェル
xx ms

1回転を10,000 pulseに設定

大きな逓倍比により指令が階段状になるのを防ぐため、フィルタで平滑化
位置指令FIRフィルタ Pr2.23 = 10



サーボの設定



アドレス設定
アドレスは、上位コントローラの仕様に応じて設定。
FP-XH M8N16Tで2軸接続の場合は、#1と#2を設定。

接続軸数 アドレス設定値
1 1
2 1, 2

8 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8

サーボアンプの前面パネル

FP-XH M8N16Tの場合

※FP-XH M8N16Tでは、アドレスはRTEXのケーブル接続順と無関係

18



RTEX周期

指令更新
周期

通信周期

最大軸数（※）

可能な制御モード
ﾌﾙｸﾛｰｽﾞ

制御16バイト
モード

32バイト
モード

4.000 ms 2.000 ms 32 16 PP, CP, CV, CT
2.000 ms 2.000 ms 32 16 PP, CP, CV, CT
2.000 ms 1.000 ms 32 16 PP, CP, CV, CT
1.000 ms 1.000 ms 32 16 PP, CP, CV, CT
1.000 ms 0.500 ms 32 16 PP, CP, CV, CT
0.500 ms 0.500 ms 32 16 PP, CP, CV, CT
0.500 ms 0.250 ms 16 - PP, CP, CV, CT
0.250 ms 0.250 ms 16 - PP, CP, CV, CT
0.250 ms 0.125 ms 8 - CP, CV, CT
0.125 ms 0.125 ms 8 - CP, CV, CT
0.125 ms 0.0625 ms 4 - CP, CV, CT

※実際の最大軸数は上位コントローラの仕様に依存

FP-XH M8N16Tの場合は、指令更新周期1 ms、通信周期0.5 ms、16-byteモードに設定。
PANATERMで指令波形に乱れの無いことを確認。
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A6Nパラメータ設定（PANATERM）

# 名称 設定値 説明
0.00 回転方向設定 操作禁止 PLCが操作
0.01 制御モード設定 0 Semi-closed control

0.08 モータ1回転あたりの指令パルス数 0 Pr0.10で設定
0.09 電子ギア分子 0 Pr0.10で設定
0.10 電子ギア分母 10000 1回転あたり指令パルス数を設定
2.23 位置指令FIRフィルタ 10

4.31 位置決め完了範囲 操作禁止 PLCが操作
5.04 駆動禁止入力設定 1 無効
5.21 トルクリミット選択 操作禁止 PLCが操作
7.20 RTEX 通信周期選択 3 0.5 ms

7.21 RTEX 指令更新周期設定 2 更新周期 : 通信周期 = 2 : 1
7.22 RTEX 機能拡張設定 1 0 16-byte

7.23 RTEX 機能拡張設定 2 操作禁止 PLCが操作

出荷値からの変更が必要

FP-XH M8N16Tの場合は、下記のパラメータ設定が必要。
FP-XH M8N16Tが自動的に設定するパラメータについては操作禁止。
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スタートアップ



電源投入シーケンス

上位コントローラの仕様に依存。
FP-XH M8N16Tでは次の順序で電源投入。

1. PLCに接続されたI/O機器

2. サーボアンプ

3. PLC
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LED表示

RTEXが正常に確立した時は、LINKとCOMの両方が緑点灯。
そうならない場合は、配線やアドレス設定、パラメータ設定等を確認。

サーボPLC

STATUSがCOMに相当

すべて緑点灯なら正常
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LINK / COM LED

RTEXの状態

OFF 異常
原因：
・自身RXと前ノードTX間の通信線に接触不良
・前ノードの電源が遮断

緑点灯 正常

LINK

RTEXの状態

OFF INITIAL

緑点滅 CONFIGURATION

緑点灯 RUNNING (Cyclic Transmission)

赤点滅 RTEXに関するクリア可能なアラームが発生

赤点灯 RTEXに関するクリア不可能なアラームが発生
解除にはリセットが必要

COM

※リセット中は緑点灯
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スタートアップ時のCOM LED

INITIAL

CONFIG-A

RUNNING

Init-A Real-time

通信ASICの
状態

Init-B

Off
緑点滅

(Init-A, B フレーム受信可能)
緑点灯

(サイクリック通信)
COM-LED

CONFIG-B

INITIAL RING CONFIG READY RUNNING

通信ASICの
状態

Off
緑点滅

(コンフィグレーション)
緑点灯

(サイクリック通信)
COM-LED

上
位
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

サ
ー
ボ
ア
ン
プ

2 ms

通信周期
e.g.
0.5 ms

通信
フレーム

スレーブが電源OFFの時、マスタは2ms
周期でInit-Aフレーム送信を繰り返す

time
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